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第８次三重県医療計画の検討体制

全体協議

医療審議会

疾病・事業別の協議

５
疾
病

がん
がん対策推進協議会

がん対策推進計画策定検討部会

脳卒中
心筋梗塞等の心血管疾患

循環器病対策推進協議会
脳血管疾患対策部会
心疾患対策部会
社会連携・リハビリ部会

糖尿病 糖尿病対策懇話会

精神疾患 精神保健福祉審議会

６
事
業

救急医療 医療審議会 救急医療部会

災害医療 医療審議会 災害医療対策部会

新興感染症発生・まん延時における医療 感染症対策連携協議会

へき地医療 地域医療対策協議会

周産期医療 医療審議会 周産期医療部会

小児救急を含む小児医療 医療審議会 小児医療部会

在宅医療 在宅医療推進懇話会

医師確保計画 地域医療対策協議会

外来医療計画 外来医療計画策定検討会議
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第８次三重県医療計画の策定スケジュール（案）

４月 ５月 ６月 ７月 ８月 ９月 １０月 １１月 １２月 １月 ２月 ３月

県議会

厚生労働省

医療審議会

各部会
審議会等

地域医療構想
調整会議
（８区域）

意見聴取 パブリックコメント、市町、

保険者協議会等への意見聴

部会②
（中間案）

部会③
（最終案）

常任委員会
（概要）

常任委員会
（中間案）

常任委員会
（最終案）

指針等通知 指針等通知
（新興感染症）

部会①
（現状把握、圏域検討、数値目標等）

第１回
（紹介受診重点医療機関）

第２回
具体的対応方針
外来医療計画

医療審議会③
（最終案）

医療審議会①
（計画の枠組・二次医療圏等）

医療審議会②

（基準病床数、中間案）

第３回
具体的対応方針
紹介受診重点医療機関

県から報告

パブコメ対応

部会等により開催

時期や回数は変動
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一体的策定に関する国の通知について

医療計画と各計画の一体的な策定について（令和５年３月31日 厚生労働省医政局地域医療計画課等 事務連絡）

都道府県がん対策推進計画や都道府県循環器病対策推進計画等の政策的に関連が

深い他の計画等に定める内容が、医療計画に定める内容と重複する場合には、

医療計画とそれらの計画を一体のものとして策定することも可能。

医療計画作成指針（令和５年3月31日 厚生労働省医政局長通知）

政策的に関連の深い他の計画に、医療計画に記載するべき事項と同様の内容を

記載することが定められている場合には、医療計画上で、これらの計画の対応

する箇所を明確に示すことで、具体的な記載に代替することとして差し支えない。

政策的に関連が深い計画の例（抜粋）

● 医療費適正化計画 ● 老人福祉計画

● 感染症予防計画 ● 健康増進計画

● がん対策推進計画 ● 循環器病対策推進計画



 一体的策定の考え方を取り入れることにより、効率化や方向性の明確化が可能となる
ことを踏まえ、がん対策推進計画、循環器病対策推進計画、感染症予防計画、薬剤師
確保計画について、医療計画と一体的に策定することとする。

 第８次計画のがん・脳卒中・心血管疾患・新興感染症・薬剤師確保に関する項目には、
各個別計画との対応箇所を明記する等により、具体の記載に代替することとする。

※  医師確保計画、外来医療計画は医療計画の一部として別冊にて策定

一体的策定の対応案

 ５疾病・６事業・在宅医療のうち、個別に県計画を定めている
疾病・事業は以下のとおり。

▪ がん ・ ⇒ がん対策推進計画
▪ 脳卒中・心血管疾患 ⇒ 循環器病対策推進計画
▪ 新興感染症 ・⇒ 感染症予防計画

 また、新たに薬剤師確保計画の策定が県に求められている。

 これらの計画はいずれも令和５（2023）年度に策定・改訂予定
かつ、記載する内容の多くが医療計画と重複。

個別疾病・事業の
計画

一体的策定による
メリット

それぞれの計画に記載されている内容を１つの計画に集約化するこ
とで、県民に対して県の方向性を分かりやすく示すことができる。

県の方向性の明確化

一体的に策定することで重複する２つの計画を策定する必要がなく
なり、業務の効率化を図ることができる。
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業務の効率化


